












































































































































































































楽しい学校づくり、 1 人 1 人の児童生徒の「居場所づくり」と「絆づくり」が不登校の予防の大切な対策
であることが、学級経営に求められていることに触れた。また、初期対応に関しては、30日という不登校
































































































































な根拠の 1 つになっている。学習の定着率は、「講義を受ける」（ 5 ％）、「資料や書籍を読む」（10％）、
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教職科目における「能動的な学習（アクティブ・ラーニング）の視点」を踏まえた授業の取組み
「視聴覚によるビデオや音声等による学習」（20％）、「実演を見る」（30％）、「他者と議論する」（50％）、
「実践による経験や練習」（75％）、「他者に学んだことを教える」（90％）の順に高くなっている。こ
のような後者3つタイプの学習がアクティブ・ラーニングに該当するが、知識・技能の習得にとって
主体的・能動的学修がいかに有効であるかが、如実に示されている。
5 ）「新学習指導要領　審議のまとめ　どう見る」朝日新聞、平成28年11月17日
6 ）同上。
7 ）前川喜平「教員養成改革の今後の展望」、玉川大学主催『教師教育フォーラム』、2015年10月23日。
8 ）小林昭文監修『アクティブラーニングがよくわかる本』講談社、2016年。
9 ）「不登校の子支援　法案が衆院通過『校外の義務教育』盛らず」朝日新聞、平成28年11月23日。
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図1　ラーニング・ピラミッドによる学習定着率
（出典）小林昭文監修『アクティブラーニングがよくわかる本』講談社、2016年、80ページ。
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